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新型コロナウイルス感染症における感染防止対策
～公衆浴場・遊泳場向け（換気・消毒編）～

新型コロナウイルスの主要な感染経路は、飛沫感染と接触感染です。
ここでは、普段の施設内における衛生管理として、
実践していただきたい飛沫感染を防ぐための換気の方法と、接触感染を防ぐための消毒の方法について、ご紹介します。
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【基本的な換気の実践事項】
□ 居室に人がいる間は、換気扇のスイッチをＯＮにして、空気の流れをつくりましょう
□ 在室者数に応じて、風量の強・弱を切り替えながら、換気量を調整しましょう
□ 在室者が多い場合は、３０分に１回数分程度、窓を全開に換気するとより効果的です
□ 窓は二方向（対角線）の窓を開放させ、窓が１つしかない場合は、窓とドア等を開けましょう
□ 換気設備を運転するとともに、エアコン等により適正な室温管理をしましょう
□ 定期的に換気フィルターを清掃し、目詰まりしないよう注意しましょう

チェック項目（基本的な換気の実践事項）

チェック項目（さらに良い換気とするための実践事項）

①スイッチＯＮの確認
②強弱運転の確認

【より効果的な換気の実践事項】
□ 熱交換器付き換気設備がある場合は、最大限活用しましょう
□ 換気不足を補うため、扇風機やサーキュレーターを使用し、空気のよどみが発生しないよう、外気を

取り入れる風向きと扇風機等の風向きを一致させましょう
また、空気清浄機（ＨＥＰＡフィルタ付き）を使用することも有効です

□ ＣＯ２センサーを使用し、室内濃度が１,０００ppm以下を確認しましょう（例：測定器の位置は、
ドア・窓・換気口から離れた場所で人から少なくとも５０cm程度離れたところに設置）



●消毒
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チェック項目（トイレの消毒）

チェック項目（脱衣室の消毒）

チェック項目（休憩室や共有スペースの消毒）

□ 利用者の手指が触れる箇所（ロッカーのとって、ドアノブ、洗面台の蛇口、ドライヤー等）は、
人の入れ替わりなどの際に、適宜、清拭消毒しましょう

□ 利用者にこまめな手指消毒の徹底や、共有物使用後に消毒をしてもらう呼び掛けの掲示を行うと
ともに、各脱衣室の入口付近やロッカー周辺など、目につくところに消毒薬を設置するなどして、
自発的に消毒をしてもらえる工夫をしてください。ロッカー近辺にペーパータオルと消毒薬の
入ったスプレイヤー（トリガースプレー）を配置し、利用者自身でロッカーや共有物を消毒して
もらえるようにすることも有効です

□ 手指のよく触れる箇所(温水洗浄便座、流水レバー、手すり等)は、定期的に、清拭消毒しま
しょう

□ 床、壁は通常の清掃で構いませんが、床に汚水がこぼれた場合などは、消毒用エタノール等で
清拭消毒しましょう

□ 消毒作業中は、必ず換気扇をＯＮにしましょう
□ 汚物を流すときは、トイレの蓋をしめるよう注意喚起しましょう

□ 一度使用したペーパータオルや布片は、ゴミ袋に封入後、口をしっかり閉めておきましょう

チェック項目（その他の注意点）

□ 利用者の手指が触れる箇所（テーブル、椅子、手すり、ドアノブ、洗面台の蛇口等）やテーブル
のアクリル板は、人の入れ替わりなどのタイミング毎に清拭消毒しましょう

□ 手指がよく触れ、汚れのつきやすい場所（テーブルの端や椅子のひじかけ等）を念入りに清拭
消毒しましょう

☆清拭消毒：消毒用エタノール等で湿らせたペーパータオルや使い捨ての布片で拭いて消毒する方法です

消毒薬
ペーパータオル

手指消毒薬



● 浴室、プールについて

浴室、プール内の管理については、各法律・条例の措置基準等を遵守するとともに、
以下の管理※についてもご協力お願いします。※各業界団体発行ガイドライン（下部一覧）より抜粋
【浴室】
□ 適切な換気に努めてください
□ 浴室内、浴槽内における対人距離確保を促してください
□ 利用者に洗い場、浴槽内における会話を控えるよう促してください
□ 風呂おけ・椅子など共有する物品は、使用後に流水で水洗いするよう

促してください

【プール】
□ 換気にあたっては、湿度が下がりすぎないよう留意してください
□ 利用者の方へ、プールでの会話を控えてもらうよう促してください

特に大声を出すことは禁止してください
□ レーン等で順番待ちとなる際に間隔を保つよう促してください

★浴槽また採暖槽がある室内で窓を開放し換気する場合、土埃が外から入ることを考慮し、レジオネラ属菌の発生に注意しましょう

「浴場業（公衆浴場）における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」
全国公衆浴場業生活衛生同業組合連合会

「宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン（第１版）」
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会ほか

「スイミングクラブにおける新型コロナウイルス感染拡大予防のためのガイドライン」
一般社団法人日本スイミングクラブ協会

「ＦＩＡフィットネス関連施設における新型コロナウイルス感染拡大対応ガイドライン」
一般社団法人日本フィットネス産業協会

【連絡先】
大阪府茨木保健所 生活衛生室衛生課 （環境衛生担当）
〒５６７－８５８５ 茨木市大住町８－１１ 電話 ０７２－６２０－６７０６


